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｢実践報告」

学校における防災教育の推進
一地域性をふまえた安全主任の役割を通して－

田中英康＊

は大きな被害を受けた．地霞調査研究推進本部に

よると，今後「東海地鯉」「東南海・南海地震」

等重大な地霞災害の発生が懸念されている．ま

た，プレート型地鰻の生じやすい太平洋側だけで

なく，日本の多くの地域で今後30年以内に震度

6弱以上の揺れに見舞われる確率の高いことが報

告されている．

はじめに

西に有明海を臨む熊本市の河内小学校区は，遡

上高23mに達する大津波に襲われた歴史がある．

寛政大津波,世にいう｢島原大変肥後迷惑｣である．

河内町史によると「1792年島原の雲仙獄より焼

出，数十度の地震発生ののち前山（眉山）が崩壊

し，大津波が発生した」とある．死者は島原側約

1万人，肥後側約5千人，うち河内町に765人

であった．

｢葛（よろず）の物を顧（かえりみ）ず

ただ老多（おいた）るをたすけ

幼（おさなき）をたつさへて

速（すみやか）にさけのくくし」

上は,河内町船津地区の厳島神社東側にある｢津

波教訓碑」に刻まれた文字である．津波避難の心

得が的確に言い表されている．「二度と災害で貴

重な命が失われてはならない．災害を忘れること

なく，この教訓を受け継いでいかねばならない」

という願いが込められている．河内町の災害の歴

史をふまえ，先人の教えを受け継いで，未来へつ

なぐ防災教育を推進することは意義あることと考

えている．

2熊本県における災害安全の課題から

熊本県防災会識（2013）によると，県央を縦

断する布田川・日奈久断層帯等で地霞が発生した

ケースでは最大で震度7，死者960人，建物被

害11万300棟,避難者24万人と推計している．

いつ襲ってくるか分からない地霞や津波から命

を守るためには，自然災害と向き合い，それらに

対応できる力を持つ子どもを育てていくことが重

要だといえる．

3学校における災害安全の課題から

2009年に施行された「学校保健安全法」では，

各学校において防災の観点を取り入れた施設及び

設備の安全点検や，子どもへの安全に関する指導

と教職員の研修等を実施することが義務づけられ

ている．同時に，自然災害発生時に教職員が取る

べき措置の具体的内容及び手順を定めた対処要領

(マニュアル）を作成する等，防災教育と防災管

理を一体的にとらえ，学校防災の充実を図ること

が求められている．しかし，文部科学省が2012

年に公表した「東日本大痩災における学校等の対

応等に関する調査研究報告書」によると，東日本

大霞災によってもたらされた被害は，過去に起

こった災害と比べて突出した規模であったため，

■

研究の構想

1日本における自然災害の現状

日本の周辺には4つのプレートが集まり，活

断層も無数にある．活発な火山活動や地殻変動は

景観や温泉等の恩恵を与えてくれる反面，自然災

害を多く引き起こす．

2011年3月に発生した東日本大鰻災で，日本
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｢既存のマニュアルでは対応が難しかった」「停電

等に対応できなかった」等の課題が多く挙げられ

ている．

このような現状と課題を踏まえ，学校における

防災教育や防災管理の在り方について一層充実さ

せていくことが必要だと思われる．

4「学校における防災教育」とは

災害安全は，生活安全・交通安全と並ぶ学校安

全の一領域である．「学校における防災教育」は，

災害安全に関する教育と同義であり，減災につい

ての教育の意味も含まれ，安全教育の一環として

行われるものである．

防災教育を，防災管理・組織活動と相互に関連

付けながら推進していくことを目指したい（図

1).

5「安全主任の役割」とは

文部科学省(2013)によると、「防災教育を推

進・充実するためには（中略）中核となる教職員

を明確に位置付けることが必要」とされる．

学校における防災教育推進のためには，学校長

の指導・監督のもと安全韮任がミドルリーダーと

しての役割を果たし，組織で取り組んでいくこと

が不可欠と考える．

6研究の目的

このような現状から，災害に適切に対応できる

児童を育成するためには，学校教育活動全体を通

して防災教育を実践することが重要であると考え

る．したがって，熊本市立河内小学校において、

次の3つの視点で防災教育を実践し，その成果

を検証した．

視点1防災教育を，関連する教科等の中で計

画的に進めたり，集会や展示会等，時間や場所の

設定を工夫して行ったりすれば，自然災害や防災

に関する理解を深め，適切な行動が選択できる子

どもが育成できるであろう．

視点2地渡・津波の避難訓練を予告なしに

行ったり発生時間や場所に変化を持たせながら

防災教育

防災管理

組織活動

図l災¥¥t安全の櫛造図．

行ったりすれば，災害に応じて瞬時に危険を予測

し，命を守るための適切な行動がとれる子どもが

育成できるであろう．

視点3防災管理と組織活動を，防災教育と関

連付けて推進すれば，学校や家庭の備えが進み，

自分自身の安全や身近な人々の安全に気配りでき

る子どもが育成できるであろう．

防災教育の実践

1自然災害や防災に関する学習活動

防災教育で目指すのは「災害に適切に対応する

能力の基礎を培う」ことである．各学校において

は，児散の発達段階を考慮して，関連する教科，

総合的な学習の時間，特別活動など学校の教育活

動全体を通じた防災教育の展開が必要である．学

習指導要領にも，安全に関する指導を適切に行う

ことや，理解を深めるようにすることが述べられ

ている（文部科学省，2009)．

しかし，具体的な指導の時間や時間数について

は各学校での指導に任されており，その点をふま

えて，防災教育の年間指導計画を立て，関連する

教科等の中で計画的に進めていくことを考えた．

また，防災集会，防災展示会，体験活動等を，時

間や場の設定を工夫しながら行っていこうと考え

た．

(1)防災教育指導計画の作成

河内小では「防災教育指導計画」を作成し，職

員会識で確認した（表1).

計画の作成にあたっては，防災教育の教育課程
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表l河内小防災教育年間指導計画．

への位霞づけを明らかにし,防災を直接扱うもの，

間接的に関わりがあるもの（例：体育科の集団行

動など)，潜在的に関わりがあるもの（例：道徳

の郷土愛など）をあわせて書きこみ，防災管理・

組織活動との関連も明記した．このことによって

防災教育の視点を意識しながら教科等の指導を進

め，効果の高まりを期待した．

年間を通じ各担任と意志疎通を図りながら，指

導計画の見直しを行っていった．
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平成 2 5 年度防災教育年間指導計画
照本市立河内小学校

1学期 2学期 3学期

学期の皿点 ・災害時に安全に行助できるようになろう．
。n然災香について知り．災宙から、分の身を
守る侭えをしよう．

･災客後に口分ができることを考えよう．

廼 揮
･生命の尊皿
･規則の尊、

･不とう不屈、輸盟、員気
・療晦畳

｡思いやり、皿切

･掴土鰹、風国心

防
災
敏
育

防
災
学
習

防
災
招
廻

四四

生活

社会

理科

家庭

体育

鱒 合 的 な
学 西 の 画 面

学
級
活
動

嘩
年

中学
年

高 学
年

児室全塞砥

謡 瀞

･百年後のふるさとを守る（5年）

・学校たんけん（1年）
・地頃たんけん（2年）

・国土の地魁の特色と人々のくらし（5年）

･災害からくらしを守る（4年）
・わたしたちの生活と政均《6年）

。□然災官を防ぐ（5年）
･世界の未来と日本の役割《6年）

・台凪と気象傭組（5年）
･魂れる水のはたらき（5年）
･大地のつくりと変化（6年）

・自然とともに生きる《6年）

｡見直そう食事と生活のリズム
一ごはんと簡単なおかず作り一（6年）

。ぬって作ろう楽しい生活（5年）
。おいしいね毎日の食事一炊き出し一（5年）
。まかせてね今日の食事一炊き出し一（6年）

･物を生かして住みやすぐ
一住まいの安全一（5年）

・けがの防止《5年）
･心の極皿（5年）
・銀団行動（全学年）

・応急手当の仕方（5．6年）
・銀団行動（全学年）

・地画に佃えてできることを考えよう《3年）※5年生と6年生は「醐本市子どもフォーラム』で尭吸を行う．
・地域の危険を予測しよう（4年）
・地画と津波について国くよう（5年）

･河内町を図った災害とその敏宙について国ぺよう（6年）

・校内と校外の避敗堪所を砿腿しよう

。『落ちてこない』「倒れてこない」堀所に
身を画こう．

。『おはしも」の心檎えで避随しよう．
・防災皿示会「火山と地面』

・自然災啓のことを理解しよう．
．決まりを守って行動しよう．
･校外活動の安全

･防災微向を通じて、できるようになったこ
とを出し合おう．

･避雌堀所と理曲軽路を敵腿しよう．
・通学路や地埴の避随坦所を砿鯉しよう。
・防災屈示会「火山と地回』

･自然災害について知り、働えをしよう．
･自分の命を守るための行動をしよう．
･校外活動の安全

･防災敏育で学んだことをもとに、、分にで
きることを考えよう．

(ボランティア活動）

・自然災害の盆険と安全な行動
･避皿埴所と理睡軽路の敵囲
･通学路、地域の避曲堪所の砿腿
･防災展示会「火山と地画』

･自然災害について知り、侭えをしよう．
･自分や他の人の安全を考えて行動しよう．
･校外活動の安全

･逸級、巡学に向け、防災敏向で学んだこと
をもとに、自分ができることを考えよう．

(ボランティア活勘）

・防災築会の計回、実喧
(学校にいる鱒間や畳下校時の安全確保）
・通学路の安全旦検

･防災鯉会の計田、実箆
(家や地域で過ごす鈎間の要全堕保）
･地域の安全貞検

･防災銀会の計画．実飽
<防災敏官を通じて学んだこと．できるように
なったこと．やってみたいこと）

・ショートで行う地画対応餌唾
･津謹型卸画韓下見《歓釦遣巳）
・津讃理鹿軍律
・水防遁陣、轡
・防災学冒金

･ショートで行う地画対応旗種
･園本市子どもフォーラム（防災）
･火災理画画挿

。シ四一卜で行う地画対応顧葎
(授象⑤掴興に行う）
･津敏画面画再（低・中・高学年ごとに行う）

防
災
箇
理

対人管理

対物管理

・防災歓向梱、計田．防災マニュアルの薗哩

・鱒醗鐙回の防災対顕
・安全点検年間計田の堕哩
・校内、通学路．週団咽所の安全占雄

･災盲時の児画の安全撞保

･防災持ち出し品の堅田

･防災画蓄品の壁侭
･校内、通学路、週、垣所の安全且検

・防災敏同揃導計田．防災マニュアルの見画し

・安全且検年間計田の見直し
・校内、追学路、週■堪所の安令貞鐘

学校防災に関
組鎧活動

研修

する
・冒頭・行政・PTAとの合間蜜全旦瞳

・中学校との合同防災研修・心璽郵牛建研修
・遍画餌睦に間わる事前、事後研修

･地区ごとの避磁堪所、運固堅路の堕璽
･家庭の侭舞晶、銀合堀所、速絡方途の確腿

･避随餌蝕に図わる事前、率後研修

･学校安全封卸世、金の閲俄

・避圃胴独に間わる事前、率後研修



(2)総合的な学糾のli.-flli)における防災学習の実践

上記の計画から防災を直接扱うものとして「総

合的な学習の時間」の実践を取り上げる．

河内小では3年生から6年生までの総合的な

学習の時間で防災洲べ学習を行った．担任が指導

を進めるが，野外活動や備蓄品の調査等，内容次

第で当然，安全主任も活動に関わった．

①6年「河内町を襲った災害とその被謀につい

て調べよう」

6年生は1792年の「寛政大津波」と1957年

の「河内川の水答」の調べを進めた．校区の被災

地や慰霊碑のフィールドワークへ出かけ，郷土史

家から話を聞いた（図2)．

②5年「地震と↑'1波について調べよう」

5年生は，地潅と津波について，インターネッ

トや図書館の防災関連図持を活用して，調べ学習

を行った．2人1組でテーマを決めて，調べたこ

とを広用紙にまとめ，ポスターセッションを行っ

た．

③4年「地域の危険を刺|ﾘしよう」

4年生は，＃佼区を歩きながら危険な場所を探る

フィールドワークを行った．地麓発生時はブロッ

ク塀や電柱の近くが危険なこと，水害や津波災害

時は川や橘から離れる必漢があると気づくことが

できた．子どもたちは「地謹が起きたらどうする

か，初めて真剣に考えました」等の感想を書いて

いた．

④3年「地鯉に伽えできることを考えよう」

3年生は，校内における災害への備えを探した

り，備蓄品について調べたりした．図3は校内

に設置してある防災倉庫に入り，備蓄品をリスト

に書いている所である．

(3)防災集会の実施

毎月第4余|服日の業間の時間を利用し，，体育

零．
「
』

‘“:亀
恥凸昌

~

公

『声憲司 q

＝

I釧4机の|隠れ方クイズ．図2慰溌碑を訪ねて．

図3防災倉l1tlを柵くる． 図5避難行動の練習ダンゴ虫のポーズを体験した．
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ぐずれた土しや
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図6防災プレゼンテーション．島原半島の写真を使い
説明した．

図8安全マップ作り．
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図9提示した安全マップ．赤･青･黄･緑に色分けした．図7防災プレゼンテーション．河内に残る慰霊碑を紹
介した．

館で，全校児童参加による「防災集会」を開催し

た．集会では.DVD視聴，防災クイズ（図4).

避難行動の練習（図5）等，防災に関する様々な

学習を行った．以下，主な内容について述べてい

く．

①DVDの視聴

文部科.学省や気象庁から，学校向けに安全教

育用DⅦが各種送られている．これらは全て分

類･収納し，必要に応じて使えるようにしている．

25年度の防災集会では，「津波に備える」「津波

から逃げる」を視聴した．釜石市の小中学生の津

波避難の様子がアニメーションで描かれており，

真剣に視聴していた．

②プレゼンテーションの視聴

防災教育を進めるには，学校が立地している自

然環境や過去の災害を把握することが第一とな

る．そこで，安全主任は，寛政大津波を引き起こ

した島原の眉山周辺の地形や河内を含む熊本側の

石碑等を調べて回った．それに堀川治城氏の資料

や島原の「雲仙岳災害記念館」で学んだことを加

え,プレゼンテーションを作成した（図6．図7)．

それに解説を加えながら集会で見てもらった.「自

然豊かな河内町は海苔やみかん等の恵みをたくさ

んもらえる代わりに，災害にも気をつけないとい

けない」ことを伝えた．

③子どもたちが作る安全マップ

集会の中で，子どもたちをIll]-内ごとに分け，安

全マップ作りにも取り組んだ（図8)．

予め各ill)内の危険個所を探していたので，ブ

ロック塀や崖，防波堤等の危険箇所を出し合い，

付菱紙に普いて貼ることができた．

集会後は，「防災掲示コーナー」へ安全マップ
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を掲示し，そこに各地区の子どもたちが書き込み

を行った．「赤色」は土砂崩れや物が倒れてくる

危険がある場所，「背色」は高潮や河川の増水等

水の危険がある場所，「黄色」は交通事故の危険

がある場所，「緑‘色」はその他として色分けした．

危険個所を視覚的に捉えることができる地図を目

指した(図9).加えて熊本市の｢高潮ハザードマッ

プ」を参考に，災害時の避雌経路や避難場所を示

すことができた．

(4)防災鵬示会の|＃l催

熊本県松橘収蔵庫は自然や文化に関する学術資

料が収蔵されている．災害に関する資料も多い．

松橋収蔵庫と連挑し，防災関係の移動展示会「火

山と地震」展を河内小で開催した（図10)．

①パネル等の掲示

展示会では，説明付きの図や災害時の写真パネ

ル，火山弾の実物等を設腫してもらった．展示会

には河内小の子どもと教職員に加え，河内中の生

徒や保識者も参観した．

②津波発生の仕組みに側する災験

展示物の中に，津波発生の仕組みを学ぶ実験装

潤があった（図11).ハンドルをHすと海側のプ

レートが陛側のプレートの下にもぐりこむ．押し

こまれた陛側のプレートは力をため，やがて跳ね

返るようになっている．跳ね返りが海面上昇をも

たらし，津波が発生するという仕組みが分かりや

▲

h I ダ

3 俄誰1用松檎収鹸庫序助豚》76抑日収鹸鷹序助風》76 ’
火山と地醗山と地醗

■’ ’
&［

図10防災展示会人口．

すぐ，子どもたちは興味津々に確かめていた．

③液状化現象に|H1する実験

地震被害の一つに，液状化現象がある．地表付

近の土が地鯉の振動により液体の性質を示すこと

で，道路や建造物が破壊される．

筒状の透明な容器に液体や固形物，砂状の物が

混じ.り合い入った実験装慨を展示してもらった．

装縦を揺らす（地渡を起こす）ことで，液状化で

被害が生じる様子を目視することができる．

｢筒を揺らしたらビー玉が上がってきて購いた」

という子どもの感想があった．

④漉度計を使った実験

床而の揺れを計測する鯉度計を展示してもらっ

た．ジャンプしたり，足踏みしたりすることで，

測ることができる（図12).

子どもたちは，実験を通して，同じ高さでジャ

ンプしても濯度計が遠いと数値が小さく，近いと

数値が大きいことに気づくことができた．

(5)防災にmする体験活動

人は実際に体験し，それを省察することでより

深く学ぶことができる．日常に潜む危険を知り適

切な行動を選択する力を，体験を通じ学ばせたい

と考えた．

①「起渡ill」と「降雨体験機」体験

熊本市消防局と連柵し,子どもたちが、起振車」

と「降雨体験,機」を使って災害を疑似体験する機

図11津波発生の仕組み．ハンドルを回して確かめる．

－ 6－
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霊夢塁
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図12震度計の実験．床に置かれた震度計が揺れを

測り、ディスプレイに表示する．
図II段ボール避雌所．

一

一
１
１
１

旦多

j

lIl

図13殻ふみ体験． 図15防災掲示コーナー．

会を設けた．

「起震車」は，震度7の揺れを体験することで

地震への心構えと対処法を考えることができる．

｢降雨体験機」は，箱型の装置の中に入って，1

時間あたり180ミリという激しい雨を体験する

ことができる．

子どもたちは喜んで参加し，予想を超える揺れ

と大雨を,体感することができた．

②卵の殻ふみ体験

災害発生時，割れたガラスが散乱することがあ

る．「卵の殻」を割れたガラスに見立て，その上

を歩くことで，災害時に足元にも危険があること

を知らせたいと考えた．

給食で使った卵の殻の雑菌を熱で取り除き，ブ

ルーシートの上にばらまいて，子どもたちが踏ん

で歩く体験をした．（図13)．

「ガラスは卵の殻より揃いので，すぐ履けるも

のを用意しようと思いました｣等の感想があった．

③段ボール避雌所体験

学校が避難所となった場合は，校舎や体育館を

家族や男女別に仕切る必要がある．そのような

ケースを想定して，希望する子どもたちと段ボー

ル避難所作りをした（図14).作った後は，教師

立ち会いのもと子どもの活動の場として開放し

た．

④ツナ缶ランプの実験

オイル渡けのツナの缶詰は，穴を開け，紐や紙

を柿して火をつければ,防災ランプとして使える．

長時間火が灯る上，使用後は中身を食べることが

できる．

給食の時間に安全主任が教室を回り，「3つの

うちどの缶詰がランプになる？」とクイズを出し

－ 7－



図16河内町の津波浸水域地陛!.

①児童生徒の安全確保

切期対応）

②校舎外避難の決定ど旨示

③校

仁

舎外避難

次対応）

④避難後の安全確保

⑤災害対策本部の設置

、I狸lDO雁回'''1

~ 自｡童

4

雪
M17防災図醤コーナー．総合的な学習の時間で調べ
を行う|祭によく活用されていた．

地震発生!Ⅱ緊急地震速報の発令

<〉

O的確な指示教室では肌の下に隠れなさ,ﾛ肌の脚劃き鈍さ,リ

隠れる毛のがない場所では物が落ちてこない場所で頭を守嘘ざ,Ⅱ

O避難ロの確保扉の開放､倒れた物の除去等

O二次災害の防止火の始末､あわてて外へ飛び出さない

O人員･負傷者の確認人数の確認怪我はないですか」

く戸

◆判断のポイントA校舎倒壊B校内火災C震度5強以上

D瀧波鯉報大津波篭報＝危機管理マニュアル騨波)ノ
O僻雛祭慾の守全確認

O全糖1月竜牛梓への鴇職指示苧校長または代行者）

ロロ避難場所)へおちつILVて避難じて鋸さ,1」

く〉
O的確な指示胸バンや本で頭を守塊さ,Ⅱ

ロロ鹿下等)に並びなさ,1」「贈はじ劃を守づて避難Lなさ,Ⅱ

O教職員の連擢避難誘諏､負傷者運搬車椅子）

O持ち出[品の携行児童生徒名簿連絡先､関係機関連絡・覧表

防災ﾗジｵ､携帯電話､ハンドﾏｲｸ､救急用品､AED

く〉

O人昌･色傷者の確認確認後報告担任I学校長

O負傷者の確認と応急処澄救急用品を使った処置､救急車の要請

o醗裟爆所の害全確俣安全確認識け､必要があればさらに避難する。

O災害情報の収集目視､防災ﾗジｵ､広報無線等により情報を得る。

0!月帝生挿の不審への対帆庵誌丈夫」F緒にいるから｣

<'

ヘコエーーョ恥

2の把握学校施設や通学路を点検する自転車等で)。
、蛎雲ｵ害O災害情報の収集 防災ﾗジｵ､棚帯晒話等か引間報を得る。

o教育季昌令への報告被害状況児童生徒の状況､以後の対応等

、関係柵閲俣誕者への迦絡災害用伝言ダイヤル､インターネット

図18河内小学校における地震発生時の対応の手順．「河内小危機管理マニュアル（地渡)」
から抜粋．
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河内小避難訓|練年間計画

月 地圏対応鯛蝕（ショー ト） 避壁嗣練（ロング）

1 2津波避舷下見

4 2 6 県会×体向蝕×地盆音

(遺足を兼ねて）

5 6 休み時間×地図速報

6 12掃除終了直後x地霞音 1 3水防避難 1 4津波避鮒

7 4 帰りの会×敬産×肉声

9 1 2 体育×運動渦×地風速報

10 8 授粟×軟童×地厩音

11 7 休み時間×地遮音 2 8火災避錘

12 4 帰 り の 会 × 敏 室 × 肉 声

1 1 5授粟×軟室 x地厩音

2 6 休み時間×地厩速紐 学年別に行う津波避逓

3 4 帰 り の 会 × 敬 室 × 肉 戸

た後，火を灯す実験をした．子どもたちは興味を

示し，「家でツナ缶を買ってもらおう」等の声を

耳にした．

(6)防災教育のための環境整備

①防災掲示コーナー

校舎1階廊下に防災に関する掲示を行うコー

ナーを作った（図15).

「河内町の津波浸水域地図（堀川.1991)」の

パネル（図16)や島原半島の立体模型を使った

クイズなど，情報が提供できる資料を定期的に入

れ替えながら掲示した．

②防災図番コーナー

学校図書館に，防災に関する図書を集めたコー

ナーを設けた（図17)．

司書の協力のもと，図書館の中から関連図書を

選び出すことができたし，必要な本は新たに注文

した．絵本や漫画のジャンルから良書を求めるこ

とができたのも収穫である．

また,新聞社や各団体が刊行する「小学生新聞」

から，関連記事が載った号は残しておくようにし

た．

－ 9－

時間×珊所×照知の組み合わせ

捜軍の

鱈わり

掲陣の後

侮りの金

の繭

。。など

鉱

彼宣

体育釦

特湧鞍宣

日下や

財段

聖堂嘩回

逮穣

蕊 地宜習

ハントWク

肉声

机がないばしよでは

i藻写り⑬
｢ダンゴ虫のポーズ」
で頭をまもろう！

図19訓練のバリエーションとキーフレーズ．

2避難訓練の工夫

地腰・津波を想定した訓練は，実際の災害に発

生に対応できるものにするよう，より実効性のあ

るものへ改善していく必要がある．そこで，避難

訓練を予告なしで行うことや，災害の発生時間や

報知方法に変化を持たせながら行う等工夫したい

と考えた．

(1)危機管理マニュアルに基づいた実効性のある

訓練を目指して

避難訓|練の計画は，危機管理マニュアルに基づ

いて立てられるべきである．作成した「地震マ

ニュアル」と「津波マニュアル」のうち，前者を

図18に示す．

マニュアルや訓練の計画は，作成前後に多くの

観点で検討される必要がある．専門家から意見を

聞きたいと考え，熊本市教育委員会健康教育課と

危機管理防災総室の担当者に計画を見てもらい，

多くの助言をいただき作成した．

(2)避難訓練計画の作成

河内小の避難訓練計画を表2に示す．地震対応

行動は的確な判断力と行動力を身につけ，技化す

る必要があるため，毎月1回，様々な時間や場

所を組み合わせて繰り返し訓練することにした．

水防避難訓練，津波避難訓練，火災避難訓練に

ついては，行事や業間の時間に行うようにした．

表2は平成25年度の計画だが，24年度は授業

中に机の下に隠れる地震対応行動を繰り返し行っ

たり，授業参観時の帰りの会の時間で訓練を行っ

たりした．年度初めに避難訓練の年間計画を立て

ていたため，安全主任として見通しが立ち，進め
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図20階段での訓練． 図22机に隠れる机の脚を対角に持っている．
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一

m23通学路での訓|純
図21体育館での』m.天井のライトやバスケットボー
ドの位悩を確かめ､糖ちてこない場所に身を侭いている．

やすかった． (4)地震対応訓練（初期対応のみ）

緊急地震速報を見聞きしたり地震の揺れを感じ

たりした時は，教師の指示を待たずに，児童自ら

の判断で速やかに「総ちてこない,倒れてこない，

移動してこない｣場所へ避雌する必要がある（例：

机の下，壁際，耐霞#ill強工事の斜めの柱の下等).

そのための「地震対応訓練」を，毎月1回，予告

なしで，屋外へ避難しない初期対応訓練として行

うことにした．

訓練は，様々なケースで地謹が発生することを

想定し，時間と場所と報知方法を組み合わせて

行った（図19)．また，子どもに対する事前指導

が必要なため，防災集会で大切なことを伝えた．

机の下に隠れる行動や，机がない場所で身を守る

行動をキーフレーズで示したり，練習してもらっ

たりした．

(3)地鰹速報とm波降椛に関する学習会

緊急地謹速報は，テレビ，携帯電話，公共施設

等での導入が進んでおり，子どもが学校管理外に

いる場合でも避難行動に有効である．津波警報も

同様で,2013年3月から新たな区分で発表され

るようになった．

そこで,気象庁熊本地方気象台の防災官を招き，

全校児童対象の学習会を催した．地震速報と津波

警報発令の仕組みや，避難行動について説明して

もらった．

これにより緊急地腰速報等に関する子どもと教

職員の理解が進み，避難訓練の推進に繋ぐことが

できた．
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地霞対応訓練の時間は，緊急地渡速報のサイン

音が15秒，それに続く地鯉動音が30秒，それ

に子どもの行動を評価・指導する時間を加えて，

3分以内で行った．訓練は，授業の終わりや休み

時間，下校準備の時間等を使って，授業時間への

影響を少なくした．

様々な場所で突然訓|練を始めるため，子どもた

ちは普段から校舎内，体育館，通学路等様々な

場所で安全な地点を複数見つけておく必要があ

る(1か所だと他人が身をおいてしまえば行き所

がなくなる)．毎月.,1)11純を繰り返すことで，子

どもたちはとっさに判断し，速やかに安全な地点

へ身を置くことができるようになってきた（図

20．21).なお，机に隠れる場合は，脚を対角に

持つよう指導した（図22)．

報知方法については，緊急地震速報の使用を基

本としながら，直下型地渡の発生を想定して，地

震動の音をいきなり流したり，停電を想定して職

員室にいる職員(教頭など)にハンドマイクを使っ

て地霞の発生を知らせてもらったりした．机等の

隠れる物がない場合は，安全な場所（落ちてこな

い｡倒れてこない場所)で体を丸めて頭を守り「ダ

ンゴ虫のポーズで頭を守ろう」と指導した．本や

カバン等が手元にあればそれを使い，何もなけれ

ば手の甲と腕全休を使って自分の頭をしっかり守

ることを確認した．

また，児童が集団で下校する際に，通学路での

地震対応訂||練を行った（図23)．建物やブロック

塀を避けて身を置き,頭を守ることができていた．

初めははしゃぐ子どももいたが，様々な想定で訓

練と指導を繰り返すうち，真剣に，そして短い時

間で適切な対応行動がとれるようになってきた．

(5)津波避難訓練（初期対応と二次対応）

以前，河内小の避雌場所は校舎屋上に設定して

いた．しかし，「寛政大津波」クラスの津波は屋

上に達する恐れがあるし，想定を超える事態に対

処できない．そのため，高台を目指して避難する

ことにした．

堀川(1991)によると，寛政大津波は河内川に

沿って遡り，海岸から約1600mの地点（清田，

葛山橋）まで達したという（遡上高は23.4m).

津波避難の原則は「遠い」ではなく「高い」場

所に逃げることである．したがって,避難場所を，

学校から農道を約400m進んだ地点のみかん山

農道広場（海抜45m)に設定した（図24).

避雌経路は，不測の事態に備えて「複線確保」

をすべきとされる．小学校から避難場所に至る経

路を3線設定し，道路工事や崖崩れ等に対処で

きるようにしている．また，目視やラジオ等で災

害情報を収集し，必要に応じて更なる高みを目指

すことも考えられるようにしている．

河内小は海の近くに位置するため，津波警報

を聞いたり，大きな地震の揺れ（霞度5強以上）

を感じたりしたら，高台へ避難することを危機管

理マニュアル（津波）へ明記した．

津波避難訓練は年間3回のサイクルで行うこ

とにした．1回目はコースの下見である．4月に

行う歓迎遠足のコースを避難経路と重ねて設定

し，津波避難を意識して上った．2回目は6月の

本訓練となる．3回目は3学期に，低・中・高学

年別に，防寒対策を取り入れた訓練を行うことに

している．

6月の本訓|練は小中合同で行い，中学生が小学

校の運動場を横切り，小学生と合流する経路を設

定した．待ち時間もほとんどなくスムーズに手を

つなぎ，小学1．2年生と中学生が一緒に避難し

た（図25)．

また，歩くことができない子どもがいることを

想定し，本訓l練と平行して，車椅子訓練も行っ

た．教務主任に車椅子を押してもらい，事務主任

にロープで引いてもらった．坂道が大変であった

が,無事に避雌場所へたどり着くことができた(図

26)．

津波避難の合言葉は，避難訓練でよく用いられ

るキーフレーズの「おはしも」を使用した（図

27)．「は」について，屋内では転倒防止のため

走らないこと，屋外では懸命に走り，最善を尽く

すことを指導した．

本訓練を見てもらった熊本市消防局と気象台の

－ 1 1 －



図24津波避雌経路際'．

1，

r‐懇
匡 rI

図 2 5中学生と避雌

方に事後指導を依頼した．「『おはしも』を守って

真剣に避雌していた．坂道を走り，短い時間で避

難できた」と評価してもらった（図28)．

訓練後は職員ミーティングを行い，「頭をしっ

かり守るべき」「瓶椅子よりリヤカーを使った方

がいい」等の反省を踏まえ，マニュアルの改善を

図ることができた・

次の機会に行った津波避難訓練では，再び歩く

ことができない子どもがいることを想定し，リヤ

カーを使った訓練を行った（図29)．安全主任が

リヤカーを引き，6年生の子どもがリヤカーをw

した．予め役割を決めていたので素早く避雌する

ことができた．

3防災管理と組織活動

学校における防災管理は，自然災害の発生を想

定し，事故の原因となる学〃校環境の危険を速やか

図26車いす訓l純

ひなんの合ことばは

外に出たら

走る！

Gさない」
Cしらない」
Cやくらな’
④どらない」

やくらない」

L
図27避難のキーフレーズ,

に除去する等，子どもの安全確保を目指して行わ

れるものである．

防災教育と防災管理を円滑に行い，その充実を

図るために重要なのが組織活動である．教職員の

安全に関する知識・技能を向上させるため，危機

管理に対応した校内研修を行うことが必要であ

る．さらに，保謹者や地域への学校の教育活動に

対する理解や情報交換に努めるとともに，教育委

員会や防災担当部局，消防署や地域の団体等と密

接な連携を図ることが重要である．

防災管理と組織活動を，子どもの防災教育と関

連付けながら推進することで，学校や家庭の備え

を進め，安全に気配りできる子どもを育成したい

と考えた．以下，河内小で取り組んだ防災管理に

ついて(1)，(2)で，組織活動について(3)，(4)で

述べていく．

－ 1 2 －



(1)施設・設備の対策と点検

平成22年度に新校舎が落成した河内小の校舎

は耐震化が図られている．しかし地霞発生時に，

天井の照明器具や扇風機の落下，普棚やテレビの

転倒等の被害は起こり得る．それら非椛造部材へ

の対策と点検が必要となる．

年度初めに，地震被害を防ぐ観点で対策を識じ

た.事務主任に順次,書棚を金具で固定してもらっ

たり，ロッカーの下に耐震マヅトを敷いてもらっ

たりした．

また，災害時の事故防止のため，毎月使う安全

点検表へ窓枠のクレセントを確認する項目や，ピ

アノや電子黒板等のキャスターを固定する項目を

加えた．非構造部材を日常的に点検することも確

認した．津波避難に備え，みかん山山上の避雌場

所と避難経路を安全韮仔が点検することにした．

図28消防士からの指導

副職
ロ

零

§織翰… 閲

図29リヤカー訓練．

表3学校の避難時持ち出し品リスト．

児童名簿・連絡先 関係機関迩絡一覧炎

防災ラジオ 携幣施話

救急用品 A E D

ハンドマイク （リュックとカゴ）

防災教育と関連づける意味で，各担当者には，学

級で図書室を使う際に「地震に備えている所はど

こでしょう」と問いかけてもらった．本棚lを固定

する金具や，耐震マットがその答えとなる（図

30)．

図30地震の備えを探す

, 一″
ー三

＝＝＝津 . 一

■，ご

二

■■

言 ＝

図31小中合同研修会．
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iAO団極 u D 画卓のしくみ

図32河内小防災通個8号．

災害時はラジオ等もリュックへ一緒に入れ，教頭

が持ち出すようにしている．また，ハンドマイク

は職員室に2点常備，携帯寵話は充電・待機さ

せている．

防災集会の中で，子どもたちにも，学校持ち出

し品の現物を見せながら紹介した．

②肺併miの確認

河内小は，熊本市の指定避雌所となっている．

そのため，備蓄品が敷地内の防災愈庫に保管され

(2)備搭・体制整備

①持ち出し品の整備

文部科学省(2012c)によると，停電で校内放

送が使えなかったケースがあること，ラジオ，携

帯電話，状況確認用の自転車等を常備すべきであ

ることが指摘されている．

それらをふまえ，屋外避難時の持ち出し品を表

3のように定めた．

名灘や救急用品は,常時リュックに入れている．

－ 1 4 －

4月から行ってきた防災纂会や屈示会に掴え､高学年は､縫合的な学凹の時周で地■

や津波に閲する飼ぺ学頁を進めてきました.11月26日(火)の午後､河内小の体育館で
開催予定の｢翻本市子どもフォーラム｣は､防災に関する発表会を行うことになりました。

１
１

■村校長先生の発案です｡発表者は小学5年生と6年生､中学1.2.3年生となります。
保璽者の冒樋､11月26日は舘合がつけば子供たちの発表を岡きにいらしてください．

9月は全学年合同で退勤会に向けた練画を続けてき
ました｡20日は､通勤渦での棟習を袋えた子供たちが

校舎に引き上げようとするﾀｲﾐﾝグで緊急地貫速躯を
速し､予告なしの地賦対応馴練を行いました。

運動場の中央に戻った人や指令台の下に風れた人が
いました｡危険を回避する行勘です｡反面､校舎に途げ
込んだり、校舎近くで身をかがめたりした人もいました。

物が落ちてこない垣所に透げることが今後の僅厘です。

河内を襲った寛政の大津波其の六

左は､寛政の大津波を引き起こした島原半島の｢嵐山

嵐壊｣イメージ図です｡地■による■壇で､届山の山頂は
約150m健くなりました｡地滑りスピードは蛋大150km
/h､嵐壊量は東京ドーﾑの約270倍となりますも

長筒■の被害も甚大で､お亡くなりになった方が約1
万人いたと倉われます.島原城下町の－卸と旧屈原港、
今村港は土砂で埋没してしまいました。

座む防礎学習！”月に｢子ともフォーラム｣で発表しま可

甚墜置馳一地霞だ』遅雌いると壱は。。－

瞳覗砿
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図33わが家の防災カード（表而）

ている．学校が避難所になることを想定して，防

災倉庫の鍵の置き場所や備蓄品の品目について，

全職員で共通理解を図った．

(3)職興研修の実施

校内における防災教育の推進は，教職員の災害

に対する意識・理解を基盤として，組織的に実施

されることにより，一層の効果が期待される．そ

こで，防災教育に関する研修を設けている．4月

は危機管理マニュアルや訓練の計画について検討

し，共通理解を図ることができた．

5月は熊本大学減災センターの北園芳人教授を

識師に招1階し，河内中と河内小の合同研修会を実

施した（図31).地震と津波のメカニズムや熊本

市地域防災計画に関する詳しい解説をしてもら

い，校内で展開する防災教育へ生かすことができ

た．

(4)家庭・地域との連挑

①防災通信の発行

保池者の理解を深めることを目的として，学校

で行っている防災教育の内容や避難行動に関する

情報提供，家庭で行ってほしいこと等の記事を敬

せた「防災通信」を発行した（図32)．

また，掲示担当者の助言により，防災通信を拡

大印刷し，子どもたちや来客の方々の目に付きや

－ 1 5 －
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図36子どもフォーラム図34発表資料作り．
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M355年生の発表．

図37会合で防災を話題に．地区の防犯協会の方々と

の会合で校区の危険個所や避雌訓練のことについて意見
を交換している．日頃からPTAや地域の団体と連携を
深め．tl'l州の共有に努めている．

先や避難場所等を，家族で話し合って1枚のカー

ドに記入する（図33)．

製而には，家庭でできる災害対策の例や持ち出

し品・備蓄品の例を掲載した．

「家族会議を開いて，まず一つ，できることか

ら取り組んでほしい」と呼びかけた．その後，子

どもたちから「ダンスが倒れてくる所に布団を敷

いていたのでずらした｣，「地謹の後は家族でみか

ん選果場に集まることにした」等の報告を受けて

いる．

④子どもフォーラムの開催

11月，河内小中合同で「熊本市子どもフォー

ラム」を開催した．テーマは「わがまちの防災，

自分たちにできること」とし，小学5年生と6

年生が防災について調べたことを発表し，保護者

すい玄関掲示板に貼るようにした．

②保識荷会での呼びかけ

防災に関する啓発を行う目的で.PTAが学校

に集う機会を利用して安全主任から保護者へ講話

を行っている．

防災カードを使って防災家族会識を開くことの

呼びかけ，家で緊急地震速報を使った避難訓練を

すること（学校から家庭へCD貸し出し).防災

頭巾の代替品として「自転車ヘルメット」を活用

すること等の提案を行った．

家での訓練は一部の保識者が実施してくれたの

みで，今後も家庭への声かけを続けたい．

③防災カードの配布

家庭の防災に役立ててもらう|胃I的で「防災カー

ド!を作成し，各家庭に配布した．災害時の連絡

- 1 6 -



と地域の方に向けて意見を発信することにした．

5年生は，代表して希望者の子ども7人が発表

することとした．昼休み，安全主任の支援のもと

プレゼンテーテーション資料を作ったり，練習を

したりして，本発表につなげた（図34・図35)．

6年生は担任の指導のもと練習を麺ね，子ども

33人が発表した．

フォーラムのコーディネーターは，以前から指

導を受けていた堀川治城氏に引き受けてもらっ

た．コーディネーターの進行により，子どもと保

護者，地域の方で，活発な意見交流があった（図

36)．

⑤地域との会合における迎挑

防災教育を推進するには，地域のことに詳しい

住民の協力を得ることが璽要である．

学校安全対策協識会を開いて関係する各団体を

招いて話し合うのもよいし，小規模の会合が催さ

れる際に防災に関することを取り上げ，話し合う

のもよい（図37)．

研究のまとめ

1アンケート結果から見える子どもの意識の変

容

平成25年4月と12月に，河内小の児童149

人を対象としたアンケート調査を行い，防災教育

に関する意識の変容を分析した．

(1)視点1自然災謀や防災に側する学習活動

集計結果から，自然災害や防災に関する知識・

理解が深まったことが分かった（図38)．

子どもの記述に「地痩と津波の怖さが分かりま

した」や「自然には人間は何もできないんだと感

じました｣など,災害への恐れを感じた意見があっ

た．

また，「防災集会はためになりました．もっと

災害のことを調べてみたい｣，「総合で調べたこと

を低学年の人たちに教えてあげたい」等，意欲の

高まりが伺える感想も多かった．

(2)視点2避難訓練の工夫一命を守る安全な

行動がとれること－

集計結果を見ると，災沓時の適切な行動が「よ

くできる」「だいたいできる」と感じている子ど

もが多かった．しかし，家や地域にいる時の行動

が｢よくできる」と答えた人数が少なくなった(図

38)．これは，防災に関する知識が深まったこと

で，災害に備えることの大変さを再認識したこと

によるのではないかと考えられる．

子どもの記述には，「真剣に訓練に取り組むこ

とができました」や「もし地霞が起きた時は避難

訓練を生かしたい．あわてずに落ち着いて行動し

たい」等があった．

(3)視点3防災管理と組織活動一災密に対する

備えと他の人々への気配り一

家で地震に備えて準備しているという意識はわ

ずかに上向いたものの，「あまり準備していない」

という回答が最も多かった（図38)．

また，ボランティア活動を「したい」という回

答にそれほど変化がなく，「あまりしたくない」

という回答が増え，課題が残った．

2教職員の見とりによる子どもの変容

実践後に河内小学校の教職員を対象として実施

した調査から，次のような子どもの変容が明らか

となった．

･総合的な学習の時間で，災害のことを調べるた

めに主体的に活動していた．

･たくさんの専門家の方々に来ていただき子ども

たちの意識が高まっていった．

･たくさんの体験ができた．体験を頼み重ねるこ

とで防災の意味を理解できた．

･緊急時に机に身を隠す，体を丸める等の基本的

な行動が身についてきた．

･私語がなく，真剣な態度で訓練へ参加すること

ができるようになってきた．

･全校体育の後，運動場から校舎へ戻るタイミン

グでの抜き打ち訓練．多くの子どもが校舎に逃げ

込んだが，運動場に戻るべきだったという指導が

－ 1 7 －



問6「学校にいる蹄に沸波が起こったら、

安全に週誰ｳ．ることがで凄ますか？」
間1「17 9 2年に河内を襲った大津

波のことを知っていますか？」

4月4月

12月 ＝
弧I

12月 腎E麹-.--,
竜 野 も 届

【ﾛ ﾄ －凸
h 上一

09⑪ 50％ 100恥 0％ 5090 100％

問7「家や地域にいる蹄に地震が起

こったら、安全に行動．j．ることができま
すか？」

間2「地震や津波がどうやって起きる
か知っていますか？」

一4月 3 :
4月

1-2月1-月

oQo 509℃ IⅨ)9b O9o うぃり 1”96

問8『家や地域にいる時に料!波が起

こったら、安全に避難･ｳ．ることができま
すか？」

問3「地震や津波が起きた時、どんな

堰所に気をつけたらいいか知っています

かVI

4月

I-月

房証詫ﾏ可一・E~~→や7日可一一一マー丙了ﾆｰｰｰT再■■■；

4月

12月 謎！、

09も 509も 10096 096 509， 10096

問9「家で、地震に側えて準附してい

ることはありますか？」
問4「地霞にそなえて家でどんなこ

とをしておけばいいか知っています

か？」

4月 ¥‘I灘10熟'熱糾一
I

4月

l-J月

Fi.j;;;;::;5弟;鑑;龍一撒醗淵

ヨ 12月、．‘｡.．....．..．.....“,｡活、
|堕 b－ －－．－ 瀞WiiWvr.wVi'■■■■

onも 50％ 1m？6 oqO 509， 100％

|!!|10「もし災審が起きたら、ボラン
ティア活動に参加したいで．#．か？」
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あった．様々な想定で訓練を行うことで，子ども

の判断力が鍛えられてきたと思う．

･図番室の耐霞補強を見つけさせたことで地謹に

備える意識が高まった．

3研究の成果と課題（成果○課題●）

(1)視点1自然災害や防災にI則する学習活動

○年間指導計画を立てることで，防災教育を教科

等の指導内容と関連付けて進めることができた．

特に「総合的な学習の時間」で調べ学習を進める

ことができた．

○体験させたり，視聴させたりすることで防災に

関する理解を深めることができた．

○業間や給食の時間等，授業以外の時間を利用し

て防災学習を進めることができた．安全主任が役

割を果たすことで，学級担任に過度な負担をかけ

ず行うことができた．

●社会科や理科等，各教科等における防災学習に

ついてさらに深めていく必要がある．

●安全マップ作りに災害図上訓|練DIGの手法を

取り入れることで，地域に潜む危険を予測し，即

応性のある避難準備につなげたい．

(2)視点2避難訓練の工夫一命を守る安全な

行動がとれること－

○毎月1回の地震対応訓練，年3回の津波避難

訓練を行うことで，子どもたちは経験をつみ，命

を守るための適切な行動を素早く真剣に行うこと

ができるようになった．

●避難訓練で出された課題を解決するため，マ

ニュアルを見直していく必要がある．

●率先避難ができるような「内発的な自助」を行

う姿勢を育てていかねばならない

(3)視点3防災管理と組織活動一災i1fに対する

備えと他の人々への気配り一

○学校の防災管理と組織活動を，子どもたちの学

びと関連付けて行うことができた．

○学校の地鰻対策や持ち出し品の備えを進めるこ

とができた．

災教育 災害が起きなかった

運が良かった

灰~雷~雨~窟~吾~だ1

防災力を使って命を守ろう

図39防災教育のイメージ．

●多くの方々に防災を学ぶ機会を提供していただ

いた．人材バンク作りを検討したい

●家庭との連携で，保謹者会で呼びかけたり防災

カードを配布したりしたが，家の備えまで進める

には至らなかった．さらに連挑を進める必要があ

る．

●子どものボランティアへの意欲を高めることが

できなかった．手立てを考えたい

おわりに

防災教育について取り組んだことを述べてき

た．成果があったが，課題も多く残った．それら

を点検して，練り直し，効果のある取り組みを続

けていきたい．

「防災教育は保険のようなもの」と考える．災

害の恐れがある度に避難しても，被害はなく空振

りばかりかもしれない．しかし次もまた逃げる強

い心を持たせたい．「備えて損した」「逃げて損し

た」ではなく，「災害が起きず運が良かった」と

思えればいいと考えている（図39)．

災害など起きてほしくない，心からそう思う．

しかし，もし起きてしまったら，子どもたちには

身につけた「防災力」を使って，自分の命を守り

ぬいてもらいたい防災で最も亜要なことは「生

き残ること」である．そして，可能であれば他の

人を助ける力になってほしい

本文は防災教育の中核となる安全主任の役割で

述べており，学校組織の取り組みとその実践をま

とめたものである．河内小職員が安全主任の提案

に賛同し，取り組んでもらったことをありがたく

思っている．

－1 9－



最後になるが，本研究を進めるにあたり，多く

の行政機関や関係者の方々からご協力をいただい

た．特に熊本市教育委員会健康教育課の担当者か

ら助言をいただいた．また，長く熊本の防災研究

を続けてこられた堀川治城氏は本研究の道標をお

示しくださるとともに，本論文の執筆に関してご

指導をいただいた．関係する全ての方々に感謝を

申し上げる．
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